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平成２３年第１回羅臼町議会定例会（第１号） 

 

平成２３年３月９日（水曜日）午前１０時開議 

 

──────────────────────────────────── 

 

○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 諸般の報告 

 日程第 ４ 町長行政報告 

 日程第 ５ 診療所建設調査特別委員会報告 

 日程第 ６ 議案第１７号 根室町村等公平委員会委員の選任につき同意を求めること

について 

 日程第 ７ 議案第 ２号 平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

 日程第 ８ 議案第 ３号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正

予算 

 日程第 ９ 議案第 ４号 平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算 

 日程第１０ 議案第 ５号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会

計補正予算 

 日程第１１ 議案第 ６号 平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計予算 

 日程第１２ 議案第 ７号 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計予算 

 日程第１３ 議案第 ８号 平成２３年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計予算 

 日程第１４ 議案第 ９号 平成２３年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療事業特別会計予

算 

 日程第１５ 議案第１０号 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会

計予算 

 日程第１６ 議案第１１号 平成２３年度目梨郡羅臼町水道事業会計予算 

 日程第１７ 議案第１４号 職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例制定

について 

──────────────────────────────────── 

○出席議員（９名） 

  議 長 １０番 村 山 修 一 君         １番 湊 屋   稔 君 

       ２番 田 中   良 君         ３番 髙 島 讓 二 君 

       ４番 小 野 哲 也 君         ５番 坂 本 志 郎 君 

       ６番 鹿 又 政 義 君         ７番 佐 藤   晶 君 
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       ８番 山 下   崧 君 

──────────────────────────────────── 

○欠席議員（１名） 

  ９番 松 原   臣 君 

──────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条により説明のため出席した者 

eq \o\ad(副 町 長,       )  鈴 木 日出男 君 

 教  育  長         池 田 栄 寿 君   監 査 委 員       査委員  浦 崎 頼 

男 君 

 教 育 委 員 長         石 川   勝 君   総務企画財政課長       政課長  寺 澤 哲 

也 君 

 総務企画財政課参事       課参事  佐 藤 行 広 君   税 務 課 長       務課長  野 理 

幸 文 君 

 町民生活課長       活課長  五十嵐 勝 彦 君   保健福祉課長       祉課長  渡 辺 

憲 爾 君 

 保健福祉課長補佐       長補佐  堺   昇 司 君   地域包括ケア支援センター課長       ー課長  斉 藤 

健 治 君 

 環境管理課長       理課長  川 端 達 也 君   水産商工観光課長       光課長  石 

田 順 一 君 

 建設水道課長       道課長   高 橋 力 也 君   建設水道課長補佐       長補佐  石 

岡   章 君 

 学 務 課 長  太 田 洋 二 君   社会教育課長         中 田   靖 君 

 郷土資料室長       料室長  涌 坂 周 一 君   診療所事務長       事務長  工 

藤 勝 利 君 

 診療所事務課長       務課長  対 馬 憲 仁 君   会 計 管 理 者       管理者  嶋   

勝 彦 君 

──────────────────────────────────── 

○職務のため議場に出席した者 

 議会事務局長       務局長  久保田   誠 君   次     長  大 沼 良 

司 君 



― 3 ― 

 

──────────────────────────────────── 

午前１０時００分 開会 

──────────────────────────────────── 

◎開会・開議宣告         

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） おはようございます。ただいまの出席議員は９人です。定足数に

達しておりますので、平成２３年第１回羅臼町議会定例会を開会します。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 議事日程予定表及び本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定によって、１番湊屋稔君及び

２番田中良君を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第２ 会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期については、議会運営委員会で協議をしていただき、本日３月９日から

３月１０日までの２日間としたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 御異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日３月９日から３月１０日までの２日間と決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 羅臼町監査委員から、例月出納検査の結果について報告がありました。資料は議長の手

元に保管しています。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第４ 町長行政報告 

──────────────────────────────────── 
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○議長（村山修一君） 日程第４ 町長から行政報告の申し出がありましたので、これを

許します。 

 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 皆さん、おはようございます。 

 平成２３年羅臼町議会第１回定例会を開催いたしましたところ、議員各位には万障繰り

合わせ御出席をいただき、提出議案等の御審議をいただけますことをお礼申し上げます。 

 本定例会の開会前に、ただいま、鹿又政義議員、佐藤晶議員、松原臣議員、村山修一議

員が全国町村議長会より長年の議員活動の功績に対し、自治功労者表彰の伝達が行われま

した。まことにおめでとうございます。受賞されました議員皆様には、さらなる御活躍と

町行政の執行に対し御指導を賜りますよう、祝意とあわせお願いを申し上げます。 

 ここで、お許しをいただきましたので、３件の行政報告をさせていただきます。 

 １件目は、国保診療所の運営についてであります。 

 羅臼町国保診療所の運営につきましては、これまで公設民営化も視野に検討を進めてき

たところでありますが、去る２月２４日、釧路市内の社会医療法人孝仁会と指定管理者制

度導入に向けて、村山議長、手塚所長の御同席をいただき、基本合意の調印を行ったとこ

ろであります。 

 持続可能な地域医療を町民に提供していくためには、安定した診療所経営、医療スタッ

フの招聘等が重要であり、今回の調印により民間法人の経営ノウハウを生かした効率的な

診療所経営、さらには、より充実した医療サービスの提供が可能となるものと考えている

ところであります。導入時期は、診療所の改築に合わせ平成２４年４月を予定しており、

今後は導入に向けた諸準備を進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 ２件目は、国勢調査の人口調査結果についてであります。 

 昨年１０月１日に実施した平成２２年の国勢調査人口の速報集計結果が発表されました

ので御報告いたします。 

 羅臼町の人口は、平成１７年実施の前回調査から６５６人尐ない５,８８４人で、率に

して１０.０％の減尐でありました。また、世帯数では前回より９１世帯尐ない２,１７７

世帯で、率にして４.０％の減で、羅臼町にとって大きな減尐となりました。今後は、こ

の減尐結果を踏まえ、その分析を行い、尐しでも人口増員につながるような施策等を検討

し、実施してまいらなければならないものと考えております。 

 ３件目は、鮮魚取扱高、３月７日現在の状況でございます。お手元に配付してございま

すけれども、トータルでは数量で昨年同期から比べて５７％、金額にして６０.４％とい

う大きな落ち込みであります。 

 特に、スケソウにあっては数量で５７.８％、金額では５５.８％と、さらにタラにあっ

ては数量で５３.６％、金額では６６.１％と。したがいまして、タラ、スケソウの大幅な

減尐がそのまま全体の実績としてあらわれているところであります。４月以降の各漁種の

水揚げに希望をつなぎ期待をしたいというふうに思っているところでございます。 
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 以上、３件行政報告をさせていただきました。ありがとうございました。 

○議長（村山修一君） これで、行政報告は終わりました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 診療所建設調査特別委員会報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第５ 診療所建設調査特別委員会報告を議題とします。 

 委員長の報告を求めます。 

 診療所建設調査特別委員会副委員長鹿又政義君。 

○診療所建設調査特別委員会副委員長（鹿又政義君） 平成２３年３月９日、羅臼町議会

議長村山修一様。診療所建設調査特別委員会委員長松原臣。 

 診療所建設調査特別委員会報告書。 

 本委員会に付託された調査事件について、調査結果を別紙のとおり会議規則第７５条の

規定により報告します。 

 １、調査事件、診療所建設に関する調査、検討。 

 ２、調査の結果。 

 本委員会は、平成２１年５月８日開催の第２回臨時議会において設置され、５月から８

月まで６回の委員会を開催し、診療所の建設場所について検討を進め、９月議会において

場所の決定について中間報告したところであります。 

 その後、診療所の建設位置について、平成２１年１０月から平成２２年５月までに６回

の委員会を開催し、さまざまな角度から調査、検討を進め、位置の決定をしました。 

 平成２２年７月と１１月に第１３回及び第１４回の委員会を開催し、施設の概要につい

て協議を進めました。そして、平成２３年１月の第１５回と２月の第１７回の委員会にお

いては、施設の変更等と今後の診療所の運営体制について、公設民営の方向と進捗状況を

確認したところであります。 

 ３、意見。 

 診療所の建設場所及び位置が確定した後、建設事業は事業実施の方法の決定、事業の業

者の選定、基本設計、実施設計の発注など具体的に進んできたところであります。 

 診療所は、町民が将来にわたり利用する施設であり、次代を当町で過ごす町民のために

も、場所の問題や敷地を有効に活用するための位置の問題。また、施設の機能や医療機器

の導入など、いずれも重要な問題であります。 

 当委員会では、まちが示す資料に基づき、調査、検討を進めてきました。建設場所や位

置につきましては、利用者の利便性、土地の有効活用、診療所を開設しながらの建てかえ

に伴う経費の問題などを踏まえて議論を重ねてきました。 

 利用者の利便性は、高齢者の利用が多い実態から考慮すべきものであり、バス利用者の

利便性や駐車場の確保を視野に入れた検討が必要であります。 

 また、土地の有効活用の面では、９月議会の中間報告でも述べたように、狭い敷地の有
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効利用を考慮した場所や位置の決定が重要であります。そして、診療所を開設しながらの

建てかえでありますので、工事期間の問題や、それに伴う建設コストの圧縮をそれぞれ比

較、検討する必要がありました。 

 これらのことを踏まえ、まちからの資料、診療所所長との懇談等も参考に検討した結

果、当委員会の結論としては、まちの提案する場所及び位置が望ましいとの結論に達しま

した。 

 施設の概要につきましては、基本的な事項について、まちが示す設計図及び工事内容と

行程、備品の購入計画、収支計画、人材確保等の説明をいただきました。 

 あわせて今後の診療所の運営につきまして、公設民営という方向が提案されましたが、

現状の地域医療の崩壊、医師確保の課題と当町が直面している医療体制の状況を勘案した

とき、将来的に考えても、まち単独での取り組みが厳しい状況にあることを踏まえると、

公設民営のあり方を模索する方向が現実的であるという理解ではありますが、重要なのは

入院病棟の再開、２４時間救急の再開、そして訪問診療等の確かな体制の確立と、それら

を継続しながらの今後の診療所の安定運営であります。 

 羅臼町の医療ビジョンを基本的に据えながら、持続可能な医療体制の確立に向けさらな

る調査、研究を進め、安心して過ごせるまちづくりを目指して鋭意努力してほしいと願う

ところであります。 

 最後に、平成２１年５月の第１回委員会から平成２３年２月まで１７回にわたり、本町

の診療所建設とあわせて医療体制の充実について真摯に議論をしていただきました委員の

皆さん、そして大変お忙しい中、本委員会に出席願い、説明、議論いただきました町長を

初め職員の皆さんに心より感謝を申し上げ、本委員会の報告といたします。 

 ありがとうございました。 

○議長（村山修一君） 報告が終わりました。 

 以上で、日程第５ 診療所建設調査特別委員会報告は報告済みといたします。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第１７号 根室町村等公平委員会委員の選任につき 

同意を求めることについて 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第６ 議案第１７号根室町村等公平委員会委員の選任につき

同意を求めることについてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま上程されました議案第１７号でございます。６３ペー

ジでございます。 

 根室町村等公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて。 

 根室町村等公平委員会委員に次の者を選任したいので、地方公務員法第９条の２第２項
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の規定に基づき、議会の同意を求める。 

 記。 

 住所、標津郡標津町北２条東１丁目１番１１号。 

 指名は渡辺好之。生年月日については、昭和１８年１１月８日、満６７歳。 

 任期につきましては、平成２３年４月１日から平成２７年３月３１日まででございま

す。 

 渡辺好之氏につきましては、平成１９年４月から公平委員会の委員として現在に至って

いるわけでございます。 

 人格識見ともに最適任であり、再任いたしたく四町の協議が整いましたので、満堂の御

賛同をいただきますようにお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで質疑を終わります。 

 これから、議案第１７号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第６ 議案第１７号根室町村等公平委員会委員の選任につき同意を求

めることについては、同意することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第２号平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第７ 議案第２号平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予

算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま上程されました議案第２号平成２２年度目梨郡羅臼町

一般会計補正予算並びに、この後、上程を予定されております議案第１６号まで、それぞ

れ副町長以下、担当職員をして説明をいたさせますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 議案の１ページをお願いいたします。 

 議案第２号平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 
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 平成２２年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２,７８１万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３７億２,２

６８万円とする。 

 ２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 第２条、債務負担行為の補正でございます。 

 債務負担行為の変更は、第２表債務負担行為補正によるところでございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入でございます。 

 １１款分担金及び負担金４４万円を減額し、４,４７８万９,０００円。２項負担金４４

万円を減額し、４,１７１万８,０００円。 

 １２款使用料及び手数料１０８万８,０００円を減額し、１億７,８１１万円。１項使用

料１０８万８,０００円を減額し、１億４,７４４万９,０００円。 

 １３款国庫支出金６３１万９,０００円を追加し、２億１,２６３万２,０００円。１項

国庫負担金３３０万３,０００円を減額し、１億１,３１０万６,０００円。２項国庫補助

金９６２万２,０００円を追加し、９,５９０万６,０００円。 

 １４款道支出金２６２万８,０００円を減額し、１億３,５７５万８,０００円。１項道

負担金１６５万１,０００円を減額し、６,２８２万６,０００円。２項道補助金５万７,０

００円を追加し、５,３４９万８,０００円。３項道委託金１０３万４,０００円を減額

し、１,９４３万４,０００円。 

 １６款１項寄附金４,５８０万円を追加し、６,９１１万８,０００円。 

 １７款繰入金１項基金繰入金３１９万９,０００円を減額し、１４１万５,０００円。 

 １８款１項繰越金１,２４８万円を減額し、１,０３６万５,０００円。 

 １９款諸収入４３７万３,０００円を減額し、３,１６４万円。４項雑入４３７万３,０

００円を減額し、３,０２６万５,０００円。 

 ２０款１項町債１０万円を減額し、２億９,９９３万６,０００円。 

 歳入合計２,７８１万１,０００円を追加し、３７億２,２６８万円。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費７,９６２万２,０００円を追加し、９億４,２８３万６,０００円。１項総務

管理費８,０５８万７,０００円を追加し、９億９１６万２,０００円。４項選挙費１０１

万２,０００円を減額し、９７５万４,０００円。６項監査委員費４万７,０００円を追加

し、１３７万８,０００円。 

 ３款民生費１,４６５万３,０００円を減額し、４億４,２１１万９,０００円。１項社会

福祉費１,４４０万３,０００円を減額し、３億３,９０７万３,０００円。２項児童福祉費

２５万円を減額し、１億２９０万６,０００円。 
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 ４款衛生費２３６万５,０００円を減額し、５億８,３８５万８,０００円。１項保健衛

生費１,０２７万円を追加し、２億４,３８５万６,０００円。３項清掃費１,２６３万５,

０００円を減額し、３億３,２７６万７,０００円。 

 ５款農林水産業費４７万７,０００円を追加し、５,９７２万１,０００円。１項農業費

４７万７,０００円を追加し、１,５２９万４,０００円。 

 ６款１項商工費２３７万４,０００円を減額し、９,２２７万３,０００円。 

 ８款教育費９１１万６,０００円を減額し、２億３,５３２万５,０００円。２項小学校

費３０万６,０００円を減額し、４,０８１万１,０００円。３項中学校費６０万６,０００

円を減額し、２,８６４万７,０００円。４項幼稚園費５５９万円を減額し、１,７６０万

９,０００円。６項保健体育費２６１万４,０００円を減額し、９,３３７万２,０００円。 

 ９款１項公債費２２２万３,０００円を減額し、４億７,０８７万７,０００円。 

 １０款１項職員費２,１５５万７,０００円を減額し、７億９,６６８万３,０００円。 

 歳出合計、２,７８１万１,０００円を追加し、３７億２,２６８万円。 

 ４ページをお願いいたします。第２表、債務負担行為の補正でございます。 

 変更で、畜産担い手育成総合整備事業につきましては１年の延長でございまして、期間

「２０年から２２年」を「２０年から２３年」に、限度額「２,６３３万６,０００円」を

「３,０３２万５,０００円」に変更するものでございます。 

 ５ページをお願いいたします。事項別明細書の説明をさせていただきます。 

 歳入でございます。 

 １１款分担金及び負担金２項負担金２目民生費負担金４４万円の減額につきましては、

説明欄にありますとおり実行見込みによるところの減額でございます。 

 １２款使用料及び手数料１項使用料５目商工使用料１０８万８,０００円の減額でござ

います。温泉ホテル１軒の営業廃止に伴う減額でございます。 

 １３款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金３３０万３,０００円につきま

しては、それぞれ実行見込みによるところの減額でございます。 

 ２項国庫補助金１目総務費国庫補助金１,００２万４,０００円、３目衛生費国庫補助金

４０万２,０００円の減額につきましても、それぞれ事業の確定、あるいは追加交付、実

績に伴う減額、追加でございます。 

 １４款道支出金１項道負担金１目民生費道負担金１６５万１,０００円の減額、２項道

補助金２目民生費道補助金２６万３,０００円の追加、３目衛生費道補助金２１万３,００

０円の減額、４目農林水産業費道補助金７,０００円の追加につきましては、それぞれ事

業の確定、あるいは実行見込みによるところの減額、追加でございます。 

 ３項道委託金１目総務費道委託金１０３万４,０００円の減額につきましては、参議院

議員の執行経費の実行によるものでございます。 

 １６款寄附金、７ページ、８ページをお願いいたします。 

 総務費寄附金４,８２２万円の追加につきましては、郷土資料の整備に１００万円、診
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療所改築に２１件４,７２１万円、北方領土返還運動に１件５,０００円、知床の自然保護

に１件５,０００円の善意の寄附をいただいたところでございます。 

 ４目衛生費寄附金２４２万円の減額につきましては、水産系廃棄物処理施設のホイル

ローダー購入に伴う入札減で、それぞれ各団体の減でございます。 

 １７款繰入金１項基金繰入金１目基金繰入金３１９万９,０００円は、財政調整基金の

減額でございます。 

 １８款１項１目繰越金１,２４８万円につきましては、前年度繰越金の減額でございま

す。 

 １９款諸収入４項３目雑入４３７万３,０００円につきましては、事業の確定に伴う減

額でございます。 

 ２０款１項１目町債１０万円につきましても、事業の確定に伴う減額でございます。 

 ９ページをお願いいたします。歳出の説明をいたします。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費７,７２０万７,０００円の追加でございま

す。 

 まず、委託料につきましては、事業の確定に伴う減額でございます。積立金につきまし

ては、財政調整基金に３,０００万円の積み立て、体育文化基金につきましては歳入で申

し上げましたとおり１００万円の善意の寄附金を積み立てるものでございます。知床まち

づくり基金につきましても、善意の寄附４,７２２万円を積み立てるものでございます。 

 ７目自治振興費３９２万円の減額につきましては、事業の確定に伴う減額でございま

す。 

 １０目財産管理費７０万円の減額につきましても、事業確定に伴う減額でございます。 

 １１目企画費８００万円の追加でございます。これにつきましては、地域活性化交付

金、住民生活に光をそそぐ交付金８００万円の追加交付がございました。これにつきまし

ては、郷土資料室に伴う設計委託、備品購入、消耗品購入にそれぞれ充てるものでござい

ます。 

 ４目選挙費１項選挙管理委員会費２万２,０００の追加につきましては、委員の辞職、

そして就任に伴うために報酬の増となることで追加の補正でございます。 

 ２目参議院選挙費１０３万４,０００円の減額につきましては、確定に伴うものでござ

います。 

 ６款１目監査委員費４万７,０００円の追加につきましては、委員の退任あるいは就任

に伴う追加でございます。 

 ３款民生費１項社会福祉費３目老人福祉費３８２万１,０００円の減額、４目心身障害

者特別対策費６１８万７,０００円の減額、５目心身障害者医療費１００万円の減額、６

目ひとり親福祉医療費５０万円の追加、特別会計繰出金９８万７,０００円の減額、９目

後期高齢者医療費２９０万８,０００円の減額につきましては、それぞれ説明欄にありま

すとおり事業の確定、あるいは実行見込みによるところの減額追加でございます。 
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 ２項児童福祉費１目児童措置費２５万円の減額につきましても、確定によるところでご

ざいます。 

 １５ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費１項保健衛生費２目予防費８０万５,０００円の減額。４目特別会計繰出金

１,２０７万５,０００円の追加。５目乳幼児等医療費につきましては１００万円の減額。

予防費、乳幼児等医療費につきましては、それぞれ実行見込みによるところの減額でござ

いますが、特別会計繰出金につきましては国保診療所に繰り出すものでございまして、特

別会計で説明をいたしますが、診療所の改築に伴う実施設計の変更に伴う増の繰り出しで

ございます。 

 ３項清掃費１目清掃総務費９７２万７,０００円の減額、３目水産系廃棄物処理施設費

２９０万８,０００円の減額につきましては、それぞれ確定によるところの減額でござい

ます。 

 ５款農林水産業費１目農業費１項農業費１目農業総務費１万５,０００円の追加。 

 １７ページをお願いいたします。 

 ２目農業振興費４６万２,０００円の追加につきましては、それぞれ事業の増によると

ころの追加でございます。 

 ６款１項商工費７目温泉供給費８目自然と緑の村施設管理費、温泉供給費は１７４万

４,０００円の減額、自然と緑の村施設管理費は６３万円の減額、それぞれ事業の確定実

行見込みによるところの減額でございます。 

 ８款教育費２項小学校費２目教育振興費３０万６,０００円の減額につきましては、事

業の確定によるところでございます。３項中学校費２目教育振興費６０万６,０００円の

減額につきましても、それぞれ確定に伴うものでございます。４項幼稚園費１目幼稚園管

理費５５９万円の減額につきましても、それぞれ実行見込みあるいは事業の確定によると

ころでございます。 

 ６項保健体育費５目温泉プール管理費１２１万５,０００円の減額、６目給食センター

管理費１３９万９,０００円の減額につきましても、それぞれ事業の確定、あるいは実行

見込みによるところの減額でございます。 

 ９款１項公債費１目元金２２２万３,０００円の減額につきましては、本年度の償還の

確定に伴うところでございます。 

 １０款１項職員費１目職員給与費２,１５５万７,０００円の減額につきましては、人事

院勧告による減額、あるいは共済組合の率の変更に伴う額の確定による減額によるところ

でございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第２号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第２号一般会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第７ 議案第２号平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算は、原

案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第３号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事 

業特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第８ 議案第３号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事

業特別会計補正予算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（渡辺憲爾君） 議案第３号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業

特別会計補正予算。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町の国民健康保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところ

による。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正です。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６２４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１１億８,８３９万４,０００円とする。 

 ２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるものです。 

 ２５ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。 

 １款１項国民健康保険税１１０万円を減額し４億９,１４２万８,０００円。３項国庫支

出金６万円を減額し、３億２,６１０万８,０００円。２項国庫補助金６万円を減額し、

３,１２０万７,０００円。 

 ９款繰入金１２４万３,０００円を減額し、９,１７１万２,０００円。２項他会計繰入

金１２４万３,０００円を減額し、９,０６５万８,０００円。 

 １０款１項繰越金３７４万８,０００円を追加し、２,６１４万２,０００円。 

 １１款諸収入４８９万５,０００円を追加し、５０５万１,０００円。２項雑入４８９万

５,０００円を追加し、５０４万９,０００円。 
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 歳入合計６２４万円を追加し、１１億８,８３９万４,０００円。 

 歳出です。 

 １款総務費５０万８,０００円を追加し、３,２３０万１,０００円。１項総務管理費５

０万８,０００円を追加し、２,７４４万９,０００円。 

 ３款保険給付費１２６万円を減額し、７億９,０４４万９,０００円。４項出産育児諸費

１２６万円を減額し、１,１３４万円。 

 ９款公債費１項一般公債費７０万円を減額し、５万円。 

 １０款諸支出金８１３万５,０００円を追加し、８７６万５,０００円。１項償還金及び

還付加算金８１３万５,０００円を追加し、８７５万５,０００円。 

 １１款１項職員費４４万３,０００円を減額し、１,２４２万１,０００円。 

 歳出の合計は６２４万円を追加し、１１億８,８３９万４,０００円。 

 続きまして、歳入歳出補正予算事項別明細書で御説明いたします。 

 歳入です。 

 １款１項国民健康保険税１目一般被保険者国民健康保険税で１１０万円の減額です。一

般被保険者の医療給付費滞納繰越分の減額です。 

 ３款国庫支出金２項国庫補助金４目出産育児一時金補助金で６万円の減額です。歳出で

の減額補正に伴い、補助金が減額となるものであります。 

 ９款繰入金２項他会計繰入金１目一般会計繰入金で１２４万３,０００円の減額です。

職員給与費等繰入金が４４万３,０００円、出産育児一時金が８０万円の減額。歳出にお

ける減額補正に伴うものであります。 

 １０款１項１目繰越金で３７４万８,０００円の追加です。歳出の補正財源を前年度繰

越金に求めたものです。 

 １１款諸収入２項５目雑入で４８９万５,０００円の追加です。平成２１年度の療養給

付費等負担金の確定による追加交付分であります。これにより、歳入合計６２４万円を追

加するものです。 

 ２９ページ、歳出です。 

 １款総務費１項総務管理費２目連合会負担金で５０万８,０００円の追加です。国保連

合会の負担金です。国保総合システム導入に係る機器の公会計費についての負担分です。 

 ３款保険給付費４項出産育児諸費１目出産育児一時金で、１２０万６,０００円の減額

です。出産予定数の減尐により減額をするものです。 

 ９款公債費１項一般公債費１目利子７０万円の減額です。一時借入金の利子の不用額を

減額するものであります。 

 １０款諸支出金１項償還金及び還付加算金３目償還金８１３万５,０００円の追加で

す。平成２１年度療養給付費等の確定により、超過交付分となった額を返還するもので

す。 

 １１款１項職員費１目職員給与費で４４万３,０００円の減額です。人事院勧告の給与
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改定に伴う職員２名分の給与費等の削減によるものであります。 

 これにより、歳出補正額は６２４万円を追加し、１１億８,８３９万４,０００円となる

ものです。なお、この補正予算につきましては、３月１日に開催されました第１回国保運

営協議会に諮問し、原案のとおり承認をいただいておりますことを申し添えます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第３号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第３号国保会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第８ 議案第３号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会

計補正予算は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第４号 平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事業特 

別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第９ 議案第４号平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事業特

別会計補正予算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 福祉課長補佐。 

○保健福祉課長補佐（堺 昇司君） 議案の３４ページをお願いします。 

 議案第４号平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町の介護保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,３６７万９,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ３億３,５８０万３,０００円とするものでございます。 

 第２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の

歳入歳出予算の金額を第１表、歳入歳出予算補正に定めるものです。 

 なお、今回の補正につきましては、年度末を迎え、事業費の見込み、並び交付金等の確

定により補正するものでございます。 
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 ３５ページをお願いいたします。第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

 歳入でございます。 

 １款１項介護保険料１２８万６,０００円を追加し、６,０７１万９,０００円。 

 ３款国庫支出金１６０万１,０００円を追加し、７,２５６万３,０００円。１項国庫負

担金１２８万２,０００円を追加し、５,５５１万３,０００円。２項国庫補助金３１万９,

０００円を追加し、１,７０５万円。 

 ４款１項支払基金交付金１９２万３,０００円を追加し、９,３６５万７,０００円。 

 ５款道支出金８０万円を追加し、４,３２４万３,０００円。 

 １項道負担金８０万円を追加し、４,２２３万７,０００円。 

 ６款財産収入１項財産運用収入４,０００円を追加し。６,０００円。 

 ７款繰入金２５万６,０００円を追加し、５,４４６万円。 

 １項他会計繰入金２５万６,０００円を追加し、５,３７２万８,０００円。 

 ８款１項繰越金７８０万９,０００円を追加し、１,０５４万円。 

 歳入合計、１,３６７万９,０００円の追加で、３億３,５８０万３,０００円になるもの

でございます。 

 ３６ページ、歳出です。 

 １款総務費７８１万３,０００円を追加し、１,０３９万７,０００円、１項総務管理費

７８１万３,０００円を追加し、８６４万７,０００円。 

 ２款保険給付費６４１万円を追加し、３億８０万７,０００円、１項介護サービス等諸

費８８６万円を追加し、２億７,４６６万１,０００円、２項介護予防サービス等諸費３０

０万円を減額し、９０９万４,０００円。 

 ５項特定入所者介護サービス等費５５万円を追加し、８９５万１,０００円。 

 ６款１項職員費５４万４,０００円を減額し、１,２５６万５,０００円。 

 歳出合計、１,３６７万９,０００円の追加で、３億３,５８０万３,０００円になるもの

でございます。 

 続きまして、歳入歳出事項別明細書の御説明をいたします。３７ページをお願いいたし

ます。 

 歳入でございます。 

 １款１項介護保険料１目第１号被保険者介護保険料１２８万６,０００円の歳出は、増

額補正に係る財源調整でございます。 

 ３款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金１２８万２,０００円の増額、２

項国庫補助金１目調整交付金３１万９,０００円の増額。 

 ４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金、１９２万３,０００円の増額。 

 ５款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金８０万円の増額。 

 これら３款国庫支出金から５款道支出金につきましては、保険給付費の歳出増額に伴う

ルール分を計上しております。 
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 ６款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金４,０００円の増額につきまして

は、財政調整基金積立金利子でございます。 

 ７款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金２５万６,０００円の増額につきまし

ては、一般会計からのルール分で保険給付費歳出増額に伴う８０万円の増額と、職員給与

費等繰入金の５４万４,０００円の減額でございます。 

 ８款１項１目繰越金、７８０万９,０００円につきましては、歳出の介護給付費準備基

金を平成２１年度決算に置おける繰越金に求めるものでございます。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。３９ページお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費７８１万３,０００円の増額補正でございま

す。内容につきましては、平成２１年度の繰越金７８１万３,０００円を積立金として、

介護給付費準備基金積立金に積み立てるものです。 

 以降、保険給付費で６４１万円の増額補正となっております。 

 ２款保険給付費につきましては、１項介護サービス等諸費から５項特定入所者介護サー

ビス等費まででございまして、年度末を迎え、決算を見据えた補正予算でございます。 

 １項介護サービス等諸費１目介護サービス給付費介護サービス等給付に要する経費で、

８８５万円の増額で、内訳として居宅介護サービス給付費で５００万円、居宅介護サービ

ス計画給付費で６５万円、地域密着型介護サービス給付費で３２０万円、それぞれ予算不

足が生じるため増額補正をするものでございます。 

 ３目審査支払手数料で１万円の増額補正でございます。審査支払手数料についても、予

算不足が生じるため、増額補正をするものでございます。 

 ２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費介護予防サービス等給付に要

する経費で、３００万円の不用額が見込まれ、減額補正でございます。 

 ５項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費特定入所者介護サービ

スに要する経費の５５万円につきましても、予算不足が生じるため、増額補正をお願いす

るものでございます。 

 ４１ページをお願いします。 

 ６款１項職員費１目職員給与費で、期末勤勉手当の人事院勧告による率引き下げにより

一般職各種手当で３１万円、市町村共済組合負担金で２３万４,０００円、合計５４万４,

０００円の減額補正をお願いするものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第４号を採決します。 
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 この採決は、起立によって行います。 

 議案第４号介護保険会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願い

ます。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第９ 議案第４号平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補

正予算は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第５号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険 

診療所事業特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１０ 議案第５号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険

診療所事業特別会計補正予算を議題とします。 

○議長（村山修一君） 提案理由の説明を求めます。 

 診療所事務長。 

○診療所事務長（工藤勝利君） 議案の４４ページをお願いいたします。 

 議案第５号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算でござ

います。 

 平成２２年度目梨郡羅臼町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算は、次に定める

ところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８８０万７,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３億６,３５２万８,０００円とするものでございます。 

 ２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるものでございます。 

 第２条は、継続費の補正でございます。継続費の変更は、第２表、継続費補正によるも

のでございます。 

 ４５ページをお願いいたします。第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ３款道支出金１項道補助金６０万円を減額し、５９０万円。 

 ４款１項他会計繰入金１,２０７万５,０００円を追加し、１億３,０２４万５,０００

円。 

 ５款１項繰越金２６６万８,０００円を減額し、２３２万円。 

 歳入合計８８０万７,０００円を追加し、３億６,３５２万８,０００円となるものでご

ざいます。 

 続きまして、歳出でございます。 
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 １款総務費１項総務管理費１,３０７万７,０００円を追加し、１億５,２４５万２,００

０円。 

 ２款１項医業費１２１万３,０００円を追加し、９,６５０万２,０００円。 

 ４款１項職員費５４８万３,０００円を減額し、１億３２６万４,０００円。 

 歳出合計８８０万７,０００円を追加し、３億６,３５２万８,０００円となるものでご

ざいます。 

 ４７ページ、お願いいたします。第２表、継続費補正でございます。 

 変更でございます。 

 １款総務費１項総務管理費、事業名は診療所改築事業でございます。変更の内容につき

ましては、総額６億５,６７２万９,０００円、年割額につきましては、平成２２年度７,

３００万円、平成２３年度５億３,５３５万５,０００円、２４年度４,８３７万４,０００

円と予定しておりましたが、平成２４年４月１日から診療所の運営につきましては、社会

医療法人孝仁会を指定管理者とする指定管理者制度の導入を予定しており、平面図、医療

機器等につきまして、指定管理者の意向を踏まえ一部変更を加えたことから、平成２３年

度が７億４,３５０万５,０００円、２億８１５万円の増となり、総額は８億６,４８７万

９,０００円となるものでございます。 

 続きまして、事項別明細書によって御説明申し上げますので、４８ページをお願いいた

します。 

 歳入でございます。 

 ３款道支出金１項道補助金１目北方領土隣接地域振興等事業補助金６０万円を減額する

ものでございます。内容につきましては、医療備品の入札減に伴う補助金の確定によるも

のでございます。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金に１,２０７万５,０００円を追加する

ものでございます。内容につきましては、国保診療所の改築工事実施設計委託料の財源を

一般会計繰入金に求めるものでございます。 

 ５款１項１目繰越金から２６６万８,０００円を減額するものでございます。内容につ

きましては、補正額の財源調整のため、前年度繰越金を減額するものでございます。 

 ５０ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費に１００万２,０００円を追加するものでご

ざいます。 

 診療所施設管理運営に要する経費を増額するものでございまして、１点目は短期出張派

遣医師及び派遣放射線技師の回数の増に伴う費用弁償として４５万９,０００円を追加す

るものでございます。 

 ２点目は、医師招聘対策として所長交際費を２２万４,０００円追加するものでござい

ます。 
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 ３点目は、医師の環境改善の一環として食料費を３１万９,０００円追加するものでご

ざいます。 

 以上、３点の合計で１００万２,０００円の追加となるものでございます。 

 ２目診療所建設費に１,２０７万５,０００円を追加するものでございます。診療所改築

事業に要する経費を増額するものでございますが、平成２４年４月から診療所運営につき

ましては、先ほど申し上げましたように、社会医療法人孝仁会を指定管理者とする指定管

理者制度の導入を予定しておりまして、平面図、医療機器等について指定管理者の意向を

踏まえ一部変更を加えたことから、改築工事実施設計委託料を１,２０７万５,０００円追

加するものでございます。 

 ２款１項医業費２目医業諸費に１２１万３,０００円を追加するものでございます。医

療業務に要する経費を増加するものでございまして、１点目は短期出張派遣医師及び放射

線技師の回数の増に伴う賃金として１１３万円、また、看護師１名が病気のため入院、自

宅療養となったことから、臨時看護師の賃金として７９万８,０００円をそれぞれ追加す

るものでございます。 

 ２点目は、医療備品の入札減等に伴うもので７１万５,０００円を減額するものでござ

います。 

 ４款１項職員費１目職員給与費から５４８万３,０００円を減額するものでございま

す。内容につきましては、給与費を減額するものでございますが、採用・退職及び会計間

異動等による職員手当２４８万３,０００円、共済費３００万円をそれぞれ減額するもの

でございます。 

 なお、この補正予算につきましては、３月１日開催の第１回国保運営協議会に諮問し、

原案のとおり答申をいただいているものでございますので、御報告させていただきます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第５号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第５号国保診療所会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１０ 議案第５号平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事

業特別会計補正予算は、原案のとおり可決されました。 

 ここで、１１時１５分まで休憩します。 
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午前１１時００分 休憩 

────────────── 

午前１１時１５分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第 ６号 平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計予 

算 

◎日程第１２ 議案第 ７号 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保 

険事業特別会計予算 

◎日程第１３ 議案第 ８号 平成２３年度目梨郡羅臼町介護保険事 

業特別会計予算 

◎日程第１４ 議案第 ９号 平成２３年度目梨郡羅臼町後期高齢者 

医療事業特別会計予算 

◎日程第１５ 議案第１０号 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保 

険診療所事業特別会計予算 

◎日程第１６ 議案第１１号 平成２３年度目梨郡羅臼町水道事業会 

計予算 

◎日程第１７ 議案第１４号 職員の給与の特例に関する条例の一部 

を改正する条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１１ 議案第６号平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計予算

から日程第１７ 議案第１４号職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例制定

についてまでの７件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 予算書の９ページをお願いいたします。 

 議案第６号平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計予算。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算でございます。 

 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３６億１,８６９万３,０００円と定める。 

 ２項歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算によ

る。 

 第２条は地方債でございます。 

 地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表、地方債による。 

 第３条は一時借入金でございます。 
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 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は１０億

円と定める。 

 第４条は、歳出予算の流用でございます。 

 地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を

流用することができる場合は次のとおりと定める。 

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く）に係る予

算額に過不足を生じた場合における同一款内での、これらの経費の各項の間の流用。 

 １０ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算でございます。 

 歳入。 

 １款町税６億５,９３０万５,０００円、１項町民税３億２,６７７万１,０００円、２項

固定資産税２億６,１６７万４,０００円、３項軽自動車税１,１０３万５,０００円、４項

町たばこ税５,７１０万５,０００円、５項特別土地保有税１,０００円、６項入湯税２７

１万９,０００円。 

 ２款地方譲与税２,３１５万１,０００円、１項地方揮発油譲与税６１５万１,０００

円、２項自動車重量譲与税１,６９９万９,０００円、３項地方道路譲与税１,０００円。 

 ３款１項利子割交付金３１６万１,０００円。 

 ４款１項配当割交付金５２万４,０００円。 

 ５款１項株式等譲与所得割交付金３３万６,０００円。 

 ６款１項地方消費税交付金６,７４９万５,０００円。 

 ７款１項自動車取得税交付金５１０万１,０００円。 

 ８款１項地方特例交付金４２０万９,０００円。 

 ９款１項地方交付税１８億８,９００万円。 

 １０款１項交通安全対策特別交付金５５万９,０００円。 

 １１款分担金及び負担金３,９９６万６,０００円、１項分担金３７９万８,０００円、

２項負担金３,６１６万８,０００円。 

 １２款使用料及び手数料１億７,３７２万４,０００円、１項使用料１億４,３３７万４,

０００円、２項手数料３,０３５万円。 

 １３款国庫支出金１億２,１３４万７,０００円、１項国庫負担金１億１,１６３万４,０

００円、２項国庫補助金６９２万７,０００円、３項国庫委託金２７８万６,０００円。 

 １４款道支出金１億２,５０４万９,０００円、１項道負担金６,４０８万８,０００円。 

 ２項道補助金４,６２１万８,０００円、３項道委託金１,４７４万３,０００円。 

 １５款財産収入２,７３６万５,０００円、１項財産運用収入１,９６８万８,０００円、

２項財産売払収入７６７万７,０００円。 

 １６款１項寄附金１２９万５,０００円。 

 １７款繰入金１項基金繰入金２億６,２９３万円。 
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 １８款１項繰越金１,０００円。 

 １９款諸収入３,２９７万２,０００円、１項延滞金加算金及び過料１,０００円、２項

貸付金元利収入８８万６,０００円、３項受託事業収入３４万８,０００円、４項雑入３,

１７３万７,０００円。 

 ２０款１項町債１億８,１２０万３,０００円。 

 歳入合計３６億１,８６９万３,０００円。 

 １２ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款１項議会費４,３６６万２,０００円。 

 ２款総務費５億４２３万２,０００円、１項総務管理費４億７,２０７万１,０００円、

２項徴税費６７３万６,０００円、３項戸籍住民基本台帳費４９２万１,０００円、４項選

挙費１,２５５万円、５項統計調査費６３万５,０００円、６項監査委員費１３０万４,０

００円、７項防災費６０１万５,０００円。 

 ３款民生費４億６,７６７万２,０００円、１項社会福祉費３億４,４９７万４,０００

円、２項児童福祉費１億２,２５７万９,０００円、３項国民年金事務取扱費１１万９,０

００円。 

 ４款衛生費８億４,１７１万６,０００円、１項保健衛生費４億９,７２７万１,０００

円、２項保健師設置費８９２万３,０００円、３項清掃費３億３,５５２万２,０００円。 

 ５款農林水産業費５,０４４万７,０００円、１項農業費１,５７０万８,０００円、２項

林業費１７１万４,０００円、３項水産業費３,３０２万５,０００円。 

 ６款１項商工費９,６７３万８,０００円。 

 ７款土木費６,３９９万６,０００円、１項土木管理費１６５万４,０００円、２項道路

橋梁費６,２３４万２,０００円。 

 ８款教育費２億５,９４７万８,０００円、１項教育総務費４,２４０万５０００円、２

項小学校費４,１５９万７,０００円、３項中学校費３,１８０万７,０００円、４項幼稚園

費１,９３４万８,０００円、５項社会教育費２,８１８万８,０００円、６項保健体育費

９,６１３万３,０００円。 

 ９款１項公債費４億６,３７８万２,０００円。 

 １０款１項職員費８億２,１９７万円。 

 １１款１項予備費５００万円。 

 歳出合計、３６億１,８６９万３,０００円。 

 １４ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債です。 

 起債の目的、臨時財政対策債、１億８,１２０万３,０００円。 

 起債の方法、証書借り入れまたは証券発行、利率５％以内。ただし、利率見直し方式で

借り入れる政府資金等について、利率の見直しを行った後においては当該見直し後の利
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率。 

 償還の方法、政府資金についてはその融資条件により、銀行その他の場合にはその債権

者と協定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、

もしくは繰上償還または低利に借りかえすることができる。 

 次に、１８ページをお願いいたします。 

 事項別明細書の説明をいたします。 

 歳入でございます。なお、前年度、比較増減については省略をさせていただきます。 

 １款町税１項町民税１目個人２億６,８１４万円、２目法人５,８６３万１,０００円。 

 それぞれ、説明欄にありますとおり、前年と同様の徴収率を見てございます。 

 ２項固定資産税１目固定資産税２億５,８８２万８,０００円、２目国有資産等所在市町

村交付金及び納付金、２８４万６,０００円につきましても、それぞれ実績見込み等によ

り積算をしてございます。３項１目軽自動車税１,１０３万５,０００円につきましても、

現年同様でございます。 

 ４款１項町たばこ税５,７１０万５,０００円につきましては、値上げがございまして、

たばこをやめている方々もございますので、実績を踏まえた計算でございます。５項１目

特別土地保有税１,０００円につきましては科目存置でございます。６項１目入湯税２７

１万９,０００円。 

 ２款地方譲与税１項１目地方揮発油譲与税６１５万１,０００円、２目１項自動車重量

譲与税１,６９９万９,０００円、３項１目地方道路譲与税１,０００円。 

 ３款１項１目利子割交付金３１６万１,０００円。 

 ４款１項１目配当割交付金５２万４,０００円。 

 ５款１項１目株式等譲渡所得割交付金３３万６,０００円。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 ６款１項１目地方消費税交付金６,７４９万５,０００円。 

 ７款１項１目自動車取得税交付金５１０万１,０００円。 

 ８款１項１目地方特例交付金４２０万９,０００円。 

 ９款１項１目地方交付税１８億８,９００万円。 

 １０款１項１目交通安全対策特別交付金５５万９,０００円につきましては、それぞれ

地方財政計画に示されている範囲内において計上をさせていただいております。 

 １１款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金３７９万８,０００円につ

きましては、説明欄のとおりでございます。 

 ２項負担金１目民生費負担金２３万円、２目衛生費負担金１２０万円、３目農林水産業

費負担金４８７万円につきましては、それぞれ前年度と同様の積算内容となってございま

す。 

 ４目土木費負担金１６６万６,０００円、５目教育費負担金２,８２０万２,０００円に

つきましても、それぞれ前年同様の積算内容でございます。 
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 １２款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料３６６万６,０００円、２目民生使

用料３,１４１万７,０００円、３目衛生使用料１,７８０万９,０００円、４目農林水産使

用料１３７万２,０００円、５目商工使用料５１８万７,０００円、６目土木使用料６,８

００万４,０００円。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 ７目教育使用料１,５９１万９,０００円につきましては、それぞれ説明欄に記載のとお

り、前年度と同様の積算内容でございます。 

 ２項手数料１目総務手数料２３２万円、２目民生手数料９１万円、３目衛生手数料２,

７０７万４,０００円、４目水産手数料４万５,０００円、５目土木手数料１,０００円に

つきましても、それぞれ同様の内容となってございます。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 １３款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金１億１,１６３万４,０００円、

２項国庫補助金１目民生費国庫補助金６２万９,０００円、２目衛生費国庫補助金３６６

万円、３目教育費国庫補助金２６３万８,０００円。 

 ３０ページをお願いいたします。 

 ３項国庫委託金１目総務費国庫委託金３４万９,０００円、２目民生費国庫委託金２４

３万７,０００円につきましては、それぞれ歳出によるルール的に国から入ってくる負担

金でございます。 

 １４款道支出金１項道負担金１目民生費道負担金６,４０８万８,０００円、２項道補助

金１目総務費道補助金５万３,０００円、２目民生費道補助金６５０万８,０００円。 

 ３２ページをお願いいたします。 

 ３目衛生費道補助金７４３万８,０００円、４目農林水産業費道補助金１,２９４万８,

０００円、５目商工費道補助金１,９２７万１,０００円につきましても、それぞれ歳出で

計上しているルール的に計算されて補助金が交付されるものでございます。 

 ３項道委託金１目総務費道委託金１,３４４万４,０００円。 

 ３４ページをお願いいたします。 

 ２目農林水産業費道委託金１２９万９,０００円につきましても、それぞれルール的に

交付される委託金でございます。 

 １５款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入１,９４３万９,０００円につきまし

ては、それぞれ町有物件の貸付収入でございます。 

 ２目利子及び配当金２４万９,０００円、それぞれ基金の利子収入でございます。 

 ３６ページをお願いいたします。 

 ２項財産売払収入１目不動産売払収入７６７万７,０００円につきましては、町有財産

の売払収入を見てございます。 

 １６款１項寄附金１目総務費寄附金５,０００円につきましては科目存置でございま

す。２目民生費寄附金、８万円につきましては、漁協よりの社会福祉に対する寄附金でご



― 25 ― 

ざいます。３目教育費１万円、科目存置でございます。４目農林水産業費寄附金１２０万

円につきましては、漁港整備に係る漁業共同組合からの寄附金でございます。 

 １７款繰入金１項１目基金繰入金２億６,２９３万円につきましては、診療所改築に伴

います善意の寄附を診療所会計に繰り出すための繰り入れでございます。 

 １８款１項１目繰越金１,０００円。 

 １９款諸収入１目１項延滞金加算金及び過料１目延滞金１,０００円は科目存置でござ

います。２項貸付金元利収入１目合併浄化槽設置資金貸付元利収入５０万円。２目ウタリ

住宅改良資金貸付元利収入３８万６,０００円は前年度同様でございます。 

 ３項受託事業収入１目農業開発業公社受託事業収入１万１,０００円、２目後期高齢者

医療広域連合受託事業収入２４万７,０００円、３目農業者年金受託事業収入９万円につ

きましても、前年同様の計上となってございます。 

 ４項雑入１目滞納処分費１万円、科目存置、２目預金利子１９万８,０００円、３目雑

入、３,１５２万９,０００円につきましては、それぞれ説明欄に記載のとおりでございま

す。 

 ２０款１項町債１目臨時財政対策債１億８,１２０万３,０００円、農林水産業債につき

ましては廃目でございます。 

 ４２ページをお願いいたします。 

 歳出の説明をさせていただきます。 

 １款１項１目議会費４,３６６万２,０００円につきましては、議会に係る経費でござい

まして、今年度、特に地方議員の年金制度が廃止に伴う負担金を求められておりますこと

から増額となってございます。 

 次に、４４ページをお願いいたします。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費３億２,３１７万５,０００円。大きく減額

なってございますが、積立金の減額でございます。後は前年同様の予算計上となってござ

います。 

 ５０ページをお願いいたします。 

 ２目職員福利厚生費２５４万１,０００円、３目文書広報費７３万４,０００円。 

 ５２ページをお願いいたします。 

 ４目財政管理費７７万１,０００円、５目会計管理費１２万５,０００円、６目交通安全

対策費１１３万２,０００円。 

 ５４ページをお願いいたします。 

 ７目自治振興費３,６１５万１,０００円。ここで１,７００万円ほど減額なってござい

ますが、これは地デジの施設整備の事業が完了したことによる減でございます。 

 ５６ページ、８目北方領土対策費４９４万７,０００円。 

 ６２ページをお願いいたします。 

 ９目諸費１３１万９,０００円、１０目財産管理費５,２５０万２,０００円。 
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 ６６ページをお願いいたします。 

 １１目企画費２９４万１,０００円。 

 ６８ページをお願いいたします。 

 １２目防犯対策費３６５万６,０００円、１３目青尐年対策費３万９,０００円。 

 ７０ページをお願いいたします。 

 １４目車両管理費１,１５８万円、１５目特別職報酬等審議会費１万８,０００円、１６

目電子計算機２,９４４万円。 

 ７４ページをお願いいたします。 

 １７目協働のまちづくり推進事業費１００万円。ここまでにつきましては、それぞれ前

年同様の内容となってございます。 

 なお、１７目の協働のまちづくり推進事業費、今年度１００万円の計上でございます

が、前年から１００万円を減額してございます。これは、後に出てきます水産業費のとこ

ろで、産業活性化対策の支援を行うということで、今年度、新たに事業支援をすることで

３００万円を計上いたしまして、通常の提案型事業につきましては１００万円を減額して

ございます。 

 ２項徴税費１目税務総務費１６８万８,０００円。 

 ７６ページをお願いいたします。 

 ２目賦課徴収費５０４万８,０００円につきましては、前年同様の計上でございます。 

 ７８ページをお願いいたします。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費４９２万１,０００円。つきましては、前年同様でござい

ます。 

 ８２ページをお願いいたします。 

 ４款選挙費１目選挙管理委員会費１４９万５,０００円につきましては、前年同様でご

ざいます。 

 ２目北海道知事及び北海道議会議員選挙費４２３万２,０００円。 

 ８４ページをお願いいたします。 

 ３目羅臼町長及び羅臼町議会議員選挙費６８２万３,０００円につきましては、統一選

挙に伴う計上でございます。なお、参議院議員通常選挙費は廃目でございます。 

 ８６ページをお願いいたします。 

 ５項１目統計調査費１目統計調査総務費６３万５,０００円につきましては、前年同様

でございます。 

 ８８ページをお願いいたします。 

 ６項１目監査委員費１３０万４,０００円につきましても、前年同様でございます。 

 ９０ページをお願いいたします。 

 ７項１目防災費５９９万８,０００円。 

 ９２ページをお願いいたします。 
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 ２目防災対策費１万７,０００円につきましても、前年同様の計上でございます。 

 ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費９４０万８,０００円につきましても、

前年同様の計上でございます。 

 ９６ページをお願いいたします。 

 ２目社会福祉施設費２,５７２万８,０００円。 

 ９８ページをお願いいたします。 

 ３目老人福祉費１,２８９万９,０００円。 

 １００ページをお願いいたします。 

 ４目心身障がい者特別対策費７,９６４万２,０００円。 

 １０６ページをお願いいたします。 

 ５目心身障がい者医療費１,１７２万９,０００円、６目ひとり親福祉医療費２８０万

１,０００円、７目特別会計繰出金１億６,２７７万９,０００円。 

 １０８ページをお願いいたします。 

 ８目行旅死亡人取扱費３万９,０００円、９目後期高齢者医療費３,９９４万９,０００

円につきましても、前年同様の計上内容となってございます。 

 ２項児童福祉費１目児童措置費１億２,２５７万９,０００円につきましては、子ども手

当の増によるものでございます。３項１目国民年金取扱費１１万９,０００円につきまし

ては、前年同様でございます。 

 １１０ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費１８０万４,０００円につきましても、

前年同様でございます。 

 １１２ページをお願いいたします。 

 ２目予防費１,８９９万３,０００円につきましては、健康診査予防接種等の増があるも

のでございます。 

 １１６ページをお願いいたします。 

 ３目環境衛生費１,０４８万６,０００円。 

 １２０ページをお願いいたします。 

 ４目特別会計繰出金４億３,７６０万７,０００円。この増につきましては、診療所の特

別会計に繰り出す繰出金が増となっているものでございます。 

 ５目乳幼児等医療費４８９万７,０００円、６目合併処理浄化槽普及費１,４３７万１,

０００円、７目野生鳥獣保護管理費９１１万３,０００円につきましては、前年同様の計

上となってございます。 

 １２４ページをお願いいたします。 

 ２項１目保健師設置費８９２万３,０００円につきましても、前年同様の計上でござい

ます。３項清掃費１目清掃総務費３億１,８６９万３,０００円。 

 １３６ページをお願いいたします。 
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 ２目廃網処理施設費２万９,０００円、３目水産系廃棄物処理施設費１,６８０万円につ

きましても、前年同様の計上内容となってございます。 

 １３８ページをお願いいたします。 

 ５款農林水産業費１項農業費１目農業総務費２６万７,０００円、２目農業振興費１,５

４４万１,０００円につきましても、前年同様の計上でございます。 

 ２項林業費１目林業総務費７６万９,０００円、２目治山事業費９４万５,０００円につ

きましては、治山事業が減となってございます。３項水産業費１目水産業総務費６３６万

７,０００円。 

 １４６ページをお願いいたします。 

 ２目水産業振興費８５８万９,０００円、１４８ページ、３目漁港管理費１,２１５万

８,０００円。 

 ここまでですが、前年同様ですが、今年度、知円別漁港の施設整備がある負担金が増と

なってございます。 

 １５０ページをお願いいたします。 

 ４目深層水事業費２９１万１,０００円、前年同様の計上でございます。５目産業活性

化対策費３００万円、新目でございます。これにつきましては、地域経済の活性化をより

具現化するために、地域での先進的な取り組み、あるいはその支援をするために、個人、

団体問わず適正な事業に助成をするということで、今年度、新たに新目したものでござい

ます。 

 １５４ページをお願いいたします。 

 ６款１項商工費１目商工総務費７９万２,０００円、前年同様の内容でございます。２

目商工振興費３,４３５万８,０００円、ここにつきましては１５７ページをお願いいたし

ます。 

 緊急雇用行政に要する経費ということで、緊急雇用の創出事業継続でございます。ふる

さと創生再生特別事業、あるいは緊急雇用創出の人材育成事業等による増でございます。 

 １５８ページ、３目観光費でございます。２,０７０万１,０００円につきましては、前

年同様でございます。 

 １６４ページをお願いいたします。 

 ４目知床国立公園自然資料展示室管理費６２０万８,０００円、５目公園管理費５９５

万６,０００円。 

 １６６ページをお願いいたします。 

 ６目世界遺産保護管理費１８３万１,０００円につきましても、次の１６８ページをお

願いいたします。７目温泉供給費２,００７万３,０００円。 

 １７０ページをお願いいたします。 

 ８目自然と緑の村施設管理費６８１万９,０００円につきましても、前年同様の計上と

なってございます。 
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 １７２ページをお願いいたします。 

 ７款土木費１項土木管理費１目土木総務費１６５万４,０００円、２項道路橋りょう費

１目道路橋りょう総務費２３３万９,０００円。 

 １７４ページをお願いいたします。 

 ２目道路維持費５,５００万３,０００円、３目道路新設改良費５００万円につきまして

も、前年同様の計上内容となってございます。 

 １７６ページをお願いいたします。 

 ８款教育費１項教育総務費１目教育委員会費２２０万２,０００円、２目事務局費１,０

９３万７,０００円。 

 １７８ページをお願いいたします。 

 ３目義務教育振興費２,５０２万９,０００円、これにつきましは教育コンピューターの

入れかえのために増となってございます。 

 １８４ページをお願いいたします。 

 ４目教職員厚生費４２１万６,０００円。 

 １８６ページをお願いいたします。 

 ５目中等教育振興費２万１,０００円、前年同様の計上内容となってございます。２項

小学校費１目学校管理費３,３７７万６,０００円。 

 １８８ページをお願いいたします。 

 ２目教育振興費７６６万１,０００円。 

 １９０ページをお願いいたします。 

 ３目学校建設費１６万円につきましても、前年同様の計上内容となってございます。３

項中学校費１目学校管理費２,２４７万５,０００円。 

 １９２ページをお願いいたします。 

 ２目教育振興費９２１万２,０００円、３目学校建設費１２万円につきましても、前年

同様の計上内容となってございます。４項幼稚園費１目幼稚園管理費１,９３４万８,００

０円につきましても、前年同様でございます。 

 １９６ページをお願いいたします。 

 ５項社会教育費１目社会教育総務費５３３万４,０００円。 

 ２０２ページをお願いいたします。 

 ２目公民館費１,６９０万４,０００円。 

 ２０８ページをお願いいたします。 

 ３目芸術文化費６５万６,０００円、４目文化財保護調査費５２９万４,０００円。文化

財保護調査費につきましては、２１１ページをお願いいたします。 

 郷土資料室の移転、改築に伴いまして、今年度、消耗品を計上してございますので、こ

れが増となってございます。 

 ２１２ページをお願いいたします。 
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 ６項保健体育費１項保健体育総務費３３１万１,０００円。 

 ２１６ページをお願いいたします。 

 ２目体育館費１,３４０万８,０００円。 

 ２１８ページをお願いいたします。 

 ３目スキーリフト管理費１７万円、４目総合グランド管理費１,１３１万１,０００円。 

 ２２０ページをお願いいたします。 

 ５目温水プール管理費８３７万円、６目給食センター管理費５,９５６万３,０００円に

つきましても、前年同様の計上となってございます。 

 ２２６ページをお願いいたします。 

 ９款１項公債費１目元金４億６,１７８万２,０００円、２項利子２００万円につきまし

ても、一時借入金の利子及び元利償還金の計上でございます。 

 １０款１項職員費１目職員給与費８億２,１９７万円につきましては、職員１００人、

特別職２人分の給与費の計上でございます。 

 ２２８ページをお願いいたします。 

 １１款１項予備費５００万円でございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） ここで、昼食のため午後１時まで休憩します。 

午前１１時５２分 休憩 

────────────── 

午後 １時００分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 午前中に引き続き、会議を開きます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（渡辺憲爾君） ２４９ページをお願いいたします。 

 議案第７号平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計予算でございます。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところに

よるものです。 

 第１条は、歳入歳出予算です。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１億３,５２３万５,０００円と定める。 

 第２項は、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予

算による。 

 第２条は、一時借入金です。地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は２億円と定める。 

 第３条は、歳出予算の流用です。地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定によ

り、歳出予算の各項の経費の金額を流用することのできる場合は次のとおりと定める。 
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 第１号は、各項に計上した給料、職員手当及び共済費、賃金に係る共済費を除くに係る

予算額に過不足を生じる場合における同一款内でのこれらの経費の各項間の流用と定める

ものです。 

 ２５１ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算でございます。 

 歳入です。 

 １款１項国民健康保険税４億８,７９７万５,０００円。 

 ２款使用料及び手数料１項手数料１万円。 

 ３款国庫支出金３億２,０４８万３,０００円、１項国庫負担金２億９,４６９万７,００

０円、２項国庫補助金２,５７８万６,０００円。 

 ４款１項療養給付費交付金２５１万３,０００円。 

 ５款１項前期高齢者交付金５,０４５万５,０００円。 

 ６款道支出金７,１５２万４,０００円、１項道負担金９４９万５,０００円、２項道補

助金６,２０２万９,０００円。 

 ７款１項共同事業交付金１億１,２６３万６,０００円。 

 ８款財産収入１項財産運用収入４,０００円。 

 ９款繰入金１項他会計繰入金８,９４７万８,０００円。 

 １０款１項繰越金１,０００円。 

 １１款諸収入１５万６,０００円、１項延滞金加算金及び過料２,０００円、２項雑入１

５万４,０００円。 

 歳入合計、１１億３,５２３万５,０００円です。 

 ２５２ページをお願いします。 

 歳出です。 

 １款総務費１,０９５万円、１項総務管理費５４４万９,０００円、２項徴税費５２６万

８,０００円、３項運営協議会費１８万２,０００円、４項趣旨普及費５万１,０００円。 

 ２款保健事業費４７９万円、１項保健事業費１１２万８,０００円、２項特定健康診査

等事業費３６６万２,０００円。 

 ３款保険給付費６億９,５１６万４,０００円、１項療養諸費６億２,０１２万２,０００

円、２項高額療養費６,４２９万円、３項移送費２,０００円、４項出産育児諸費１,０５

０万円、５項葬祭費２５万円。 

 ４款１項老人保健拠出金１万１,０００円。 

 ５款１項共同事業拠出金１億７,１０８万１,０００円。 

 ６款１項介護納付金７,７１４万８,０００円。 

 ７款１項前期高齢者納付金等４４万２,０００円。 

 ８款１項後期高齢者支援金等１億５,１６５万７,０００円。 

 ９款公債費１項一般公債費４万５,０００円。 
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 １０款諸支出金３３万円、１項償還金及び還付加算金３２万円、２項国保診療報酬支払

基金委託料１万円。 

 １１款１項職員費１,３６１万７,０００円。 

 １２款１項予備費１,０００万円。 

 歳出合計、１１億３,５２３万５,０００円となるものです。 

 歳入歳出予算の詳細につきましては、予算書の２５５ページから２９０ページまでと

なっておりますが、概要につきまして参考資料の５ページ、資料４、国民健康保険事業特

別会計予算概要にて説明いたします。 

 参考資料の５ページをお願いいたします。 

 国民健康保険事業特別会計予算資料、前年度予算との比較でございます。 

 項目ごとに平成２３年度の当初予算Ａ欄と、平成２２年度の当初予算Ｂ欄とを比較しま

して、当初予算対比の増減額ＡマイナスＢ欄について説明いたします。 

 歳出です。 

 項目の１番、保険給付費６億９,５１６万４,０００円、１１５万２,０００円の減で

す。過去３年間の実績と、平成２２年度の見込額により算定しているものであります。 

 ２番、老人保健拠出金１万１,０００円、７３万５,０００円の減です。老人保健制度は

平成１９年度に終了したところですが、現在も経過措置がとられていることから、事務拠

出金として１万円、精算分として１,０００円を予算計上しております。 

 ３番、共同事業拠出金１億７,１０８万１,０００円、１,５９６万２,０００円の減で

す。高額な医療費の発生に伴う市町村保険者の急激な負担増を分散させ、保険者の財政運

営の安定化を図るための制度でございますが、国保連合会が過去２年間の全国の高額医療

費の実績をもとに積算した数字により算定しているものであります。 

 ４番、保険事業費、特定健診等で４７９万円、５８万９,０００円の増であります。受

診率を上げるために増額をしてございます。 

 ５番、介護納付金７,７１４万８,０００円、４４２万７,０００円の増につきまして

は、介護保険第２号保険者に係る納付金でありますが、国保連合会が介護給付費及び介護

予防事業の見込額を積算し算出したものであります。 

 ６番、前期高齢者納付金４４万２,０００円、１７万２,０００円の増です。６５歳から

７４歳までを対象とした被用者保険、国民健康保険間の医療費負担を調整するための制度

でありますが、社会保険診療報酬支払基金の積算した数値により算定しております。 

 ７番、後期高齢者支援金１億５,１６５万７,０００円。５４４万３,０００円の増で

す。後期高齢者医療制度の負担割合に基づき、７５歳以上の高齢者が納付する保険料１

割、公費約５割の残り４割を７４歳以下が加入する健康保険等の保険者が負担することに

なっているものですが、社会保険診療報酬支払基金の積算した数値により算定しておりま

す。 

 ８番、その他の費用３,４９４万２,０００円。３６万円の増です。国保事務執行に要す
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る総務管理費や一時借入金利子の公債費、保険税の還付金が発生した場合の諸支出金、職

員２名分の職員給与費と予備費等であります。 

 歳出合計は、予算額１１億３,５２３万５,０００円となり、昨年度当初と比較して６８

５万８,０００円の減となります。 

 続きまして歳入です。 

 １番、国庫支出金３億２,０４８万３,０００円、３２５万５,０００円の増です。普通

調整交付金の増額によるものです。 

 ２番、療養給付費交付金２５１万３,０００円、２５１万２,０００円の増につきまして

は、退職者医療費の増に伴い交付金が見込まれるものです。 

 ３番、前期高齢者交付金５,０４５万５,０００円、５４万７,０００円の減です。社会

保険診療報酬支払基金が積算した数値により算定しているものです。 

 ４番、道支出金７,１５２万４,０００円、１２０万６,０００円の増です。介護保険交

付金や後期高齢者支援金に対する道補助金です。 

 ５番、共同事業交付金１億１,２６３万６,０００円、１,０２２万円の減です。歳出の

共同事業拠出金に対してのルール分です。 

 ６番、繰入金８,９４７万８,０００円、３４７万７,０００円の減です。一般会計から

の繰入金でありますが、保険基盤安定繰入金や職員給与、出産育児一時金等のルール分が

５,４４７万８,０００円、保険税増加の抑制を図るため財政安定化支援の施策予算として

一般会計から３,５００万円を繰り入れするものです。 

 ７番、繰越金１,０００円は科目存置です。 

 ８番、その他の収入、予算額１７万円。 

 ９番、退職分保険税３８６万６,０００円、２３万４０００円の減です。 

 １０番、滞納繰越分保険税３,１４４万１,０００円、収納率を１２％見込んでおりま

す。 

 １１番、現年度分保険税です。国保会計では、１番の国庫支出金から１０番の滞納繰越

分を足した額６億８,２５６万７,０００円を歳出予算の合計額１１億３,５２３万５,００

０円から差し引いた残りの金額４億５,２６６万８,０００円を、現年度の保険税に求める

仕組みとなっております。 

 また、保険税はその使用目的により、医療分、介護分、後期支援分に分かれており、そ

れぞれに算出された合計額がその世帯の国民健康保険税として課税されます。一般被保険

者については、収納率を９２％見込み、医療費分は課税額３億６,７１２万２,０００円に

対して収納額３億３,８２７万３,０００円、介護分は課税額４,１９２万８,０００円に対

して収納額３,８５７万４,０００円、後期支援分は課税額８,２２７万５,０００円に対し

て収納額７,５８２万１,０００円を見込んでおります。これにより、現年度分の一般被保

険者の国民健康保険税は４億５,２６６万８,０００円で、２４５万９,０００円の増とな

るものです。歳入合計は、１１億３,５２３万５,０００円となるものです。 
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 なお、本年度の予算上の被保険者単純平均の負担額を下段に記載しておりますので、参

考にしていただければと思います。また、４月以降になりますが、加入者の人数及び加入

者の所得状況の確定後に課税計算を行うこととしております。 

 また、本予算につきましては、３月１日に開催の第１回国保運営協議会に諮問し、原案

のとおり答申をいただいておりますことを申し添えます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 福祉課長補佐。 

○保健福祉課長補佐（堺 昇司君） 予算書の２９３ページをお願いします。 

 議案第８号平成２３年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計予算。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の介護保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条、歳入歳出予算です。 

 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億４,２６４万８,０００円と定めるもので

あります。 

 第２項は、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予

算に定めるものであります。 

 第２条、地方債です。 

 地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことのできる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表、地方債によるものでございます。 

 第３条、一時借入金。 

 地方自治法第２３５条の３第２項の規定により、一時借入金の借り入れの最高額を５,

０００万円と定めるものでございます。 

 第４条、歳出予算の流用です。 

 地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を

流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、各項に計上している給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足分を生じ

た場合における同一款内で、これら経費の各項の間の流用について定めております。 

 ２９４ページをお願いいたします。第１表、歳入歳出予算でございます。 

 歳入です。 

 １款１項介護保険料６,５０７万２,０００円。 

 ２款使用料及び手数料８１万円、１項使用料８０万円、２項手数料１万円。 

 ３款国庫支出金７,７１４万８,０００円、１項国庫負担金５,９０３万１,０００円、２

項国庫補助金１,８１１万７,０００円。 

 ４款１項支払基金交付金９,６３７万６,０００円。 

 ５款道支出金４,５３０万１,０００円、１項道負担金４,４１８万２,０００円、２項道

補助金１１１万９,０００円。 
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 ６款財産収入１項財産運用収入２,０００円。 

 ７款繰入金１項他会計繰入金５,７９３万３,０００円。 

 ８款１項繰越金１,０００円。 

 ９款諸収入４,０００円、１項延滞金加算金及び過料１,０００円、２項雑入３,０００

円。 

 １０款町債１項財政安定化基金貸付金１,０００円。 

 歳入合計３億４,２６４万８,０００円になるものでございます。 

 ２９５ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款総務費３８６万９,０００円、１項総務管理費２０２万,８０００円、２項徴収費４

２万４,０００円、３項介護認定審査会費１４０万７,０００円、４項趣旨普及費１万円。 

 ２款保険給付費３億１,７６１万２,０００円、１項介護サービス等諸費２億９,１４２

万３,０００円、２項介護予防サービス等諸費１,０７５万５,０００円、３項高額介護

サービス等費４８７万３,０００円、４項高額医療合算介護サービス等費１５０万３,００

０円、５項特定入所者介護サービス等費９０５万８,０００円。 

 ３款地域支援事業費６９９万９,０００円、１項介護予防事業費３６７万９,０００円、

２項包括的支援事業・任意事業費３３２万円。 

 ４款１項公債費４７万５,０００円。 

 ５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１０万１,０００円。 

 ６款１項職員費１,３４９万２,０００円。 

 ７款１項予備費１０万円。 

 歳出合計３億４,２６４万８,０００円になるものでございます。 

 続いて、２９６ページをお願いします。 

 第２表、地方債です。 

 起債の目的は財政安定化基金貸付金です。限度額は１,０００円、起債の方法は証書借

り入れまたは証券発行による。利率は５％以内。 

 償還の方法は、政府資金についてはその融資条件により、銀行その他の場合にはその債

権者と協定するものによる。ただし、町財政の都合により、据置期間及び償還期限を短縮

し、もしくは繰上償還または低利に借りかえることができるものでございます。 

 続いて、事項別明細書の御説明をいたします。３００ページをお願いいたします。 

 歳入です。 

 １款１項介護保険料１目第１号被保険者介護保険料６,５０７万２,０００円。１節現年

度分６,３５４万円、内訳で、普通徴収４４４万８,０００円、特別徴収５,９０９万２,０

００円となっております。２節滞納繰越分１５３万２,０００円。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料１目地域支援事業利用料８０万円は、配食による安否

確認サービス利用料です。２項手数料１目督促手数料の１万円は科目存置でございます。 
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 ３款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金５,９０３万１,０００は、介護給

付費に係る国のルール分の負担金です。２項国庫補助金１目調整交付金１,５８７万４,０

００円、２目介護予防事業に係る地域支援事業交付金９１万７,０００円、３目包括的支

援事業に係る地域支援事業交付金１３２万６,０００円につきましても、それぞれルール

分の国庫補助金です。 

 ４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金９,５２７万５,０００円、介護給付費に

係る第２号被保険者保険料からのルール分の交付金です。２目地域支援事業支援交付金１

１０万１,０００円は、地域支援事業に係るルール分の交付金でございます。 

 ５款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金４,４１８万２,０００円は、介護給付

費に係る道のルール分の負担金でございます。２項道補助金１目介護予防事業に係る地域

支援事業交付金４５万７,０００円。 

 ３０２ページをお願いします。 

 ２目包括的支援事業に係る地域支援事業交付金６６万２,０００円についても、それぞ

れルール分の道費補助金です。 

 ６款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金２,０００円は、基金積立金利子で

ございます。 

 ７款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金５,７９３万３,０００円につきまして

は、１節介護給付費繰入金から５節事務費繰入金までで、それぞれ一般会計からのルール

分の繰入金でございます。 

 基金繰入金については廃目です。 

 ８款１項１目繰越金１,０００円は科目存置でございます。 

 ９款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目第１号被保険者延滞金１,０００円及び２項

雑入１目第三者納付金１,０００円。２目返納金１,０００円、３目雑入１,０００円は、

それぞれ科目存置でございます。 

 ３０４ページをお願いいたします。 

 １０款町債１項１目財政安定化基金貸付金１,０００円についても科目存置でございま

す。 

 ３０６ページをお願いします。 

 歳出です。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費、予算額２０２万８,０００円。内容につき

ましては、介護保険業務全般に係る事務的経費ですが、前年度比１１９万４,０００円の

増となっております。 

 主な増加分としては、平成２４年度から３カ年の第５期羅臼町高齢者保健福祉計画介護

保険事業計画作成に係る日常生活圏域ニーズ調査分析業務委託料で、その他については前

年同様の内容となっております。 

 ２項徴収費１目賦課徴収費、予算額４２万４,０００円。介護保険料の賦課徴収に要す
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る経費で、前年同様の内容です。 

 ３０８ページをお願いします。 

 ３項１目介護認定審査会費１１万１,０００円及び２目認定調査費１２９万６,０００円

については、介護認定に係る審査会及び認定調査に要する経費で前年同様の内容です。 

 ３１０ページです。 

 ４項１目趣旨普及費１万円は制度普及に要する経費で、前年同様の内容となっておりま

す。 

 続きまして、２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目介護サービス給付費、予算額

２億９,００２万６,０００円は、要介護認定者の利用サービスに係る給付費で、前年度比

２,５６２万２,０００円の増となっておりますが、前年の実績をもとにし算出しておりま

す。 

 主な増加分としては、昨年２月に開設した小規模多機能型居宅介護施設に係る給付費

で、登録者数の増員に伴い２,４００万円程度の増額となっております。 

 ２目介護療養費、予算額１１２万５,０００円につきましては、要介護認定者の居宅介

護に係る福祉用具購入費及び住宅改修費でございます。３目審査支払手数料、予算額２７

万２,０００円。保険給付費に係る国保連へ支出する審査支払手数料で、前年の実績をも

とに算出しております。 

 ３１２ページをお願いいたします。 

 ２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費、予算額１,０４１万６,００

０円。要支援認定者の利用サービスに係る給付費で、前年より１９９万９,０００円の減

となっておりますが、前年度の実績をもとに算出しております。 

 ２目介護予防療養費、予算額３３万９,０００円。要支援認定者に係る福祉用具購入費

及び住宅改修費で、前年の実績をもとに算出しております。 

 ３項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費、予算額４８７万３,０００円で、

前年の実績をもとに算出しております。 

 ４項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費、予算額１５０万

３,０００円。高額医療合算介護サービスに要する経費で、前年度の実績をもとに算出

し、前年と同額となっております。 

 ３１４ページをお願いします。 

 ５項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費、予算額９０５万８,

０００円は前年の実績をもとに算出しております。 

 続きまして、３款地域支援事業費１項介護予防事業費１目介護予防特定高齢者施策事業

費、予算額１２８万６,０００円。介護予防機能訓練事業に要する経費については、昨年

同様ですが、今年度の事業として二次予防対象者把握調査事業を実施することにより、３

０万円程度前年より増額となっております。 

 ３１６ページをお願いいたします。 
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 ２目介護予防一般高齢者施策事業費、予算額２３９万１,０００円。内容につきまして

は、介護予防普及啓発及び地域介護予防活動支援事業に要する経費で、前年とほぼ同様の

内容となっております。３目予防施策評価事業費、予算額２,０００円は、介護予防評価

事業に係る事務経費でございます。 

 ２項包括的支援事業任意事業費１目介護予防ケアマネジメント事業費、予算額１４９万

円は包括支援センター運営に要する経費と、次のページをお願いします、包括支援セン

ター運営協議会に要する経費、介護予防ケアマネジメントに要する経費、新予防給付マネ

ジメントに要する経費で、前年同様の内容となっております。 

 ３２０ページをお願いします。 

 ２目権利擁護事業費、予算額２０万円は、成年後見人制度利用支援に要する経費で、前

年同様の内容です。３目任意事業費、予算額１６３万円は、展示貸し出し用の福祉用具等

に係る修繕費並びに配食サービスによる安否確認事業の委託料です。 

 ４款１項公債費１目利子４７万５,０００円は、一時借入金利子で前年同額となってお

ります。 

 ５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金、予算額１０

万円につきましては、過年度分保険料還付金でございます。 

 ２目償還金１,０００円は、国庫負担金等に係る返還金として科目存置するものでござ

います。 

 ３２２ページをお願いします。 

 ６款１項職員費１目職員給与費、予算額１,３４９万２,０００円につきましては、職員

２名分の人件費でございます。 

 ７款１項１目、予備費は１０万円となっております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（渡辺憲爾君） ３３３ページをお願いします。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療事業特別会計予算です。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の後期高齢者医療事業特別会計の予算は、次に定めるところ

によるものです。 

 第１条は、歳入歳出予算ですが、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４,７４６万８,０００

円と定め、第２項で予算の款項の区分及び区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算によ

ると定めています。 

 第２条は、一時借入金です。地方自治法の規定による一時借入金の借り入れの最高額を

４,０００万円と定めています。 

 第３条は、歳出予算の流用です。地方自治法の規定により、歳出予算の各項の経費の流

用ができる場合は次のとおり定めるとしており、第１号で各項に計上した給料、職員手当

及び共済費に係る予算額に過不足が生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項
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間の流用を定めています。 

 本特別会計につきましては、広域連合が実施する保険事業のうち、個人保険料を負担及

びルール上の市町村負担のほか、窓口で行う事務経費及び保険料徴収経費などを予算計上

しており、本年度の広域連合加入対象人数を６５０人と見込んでおります。 

 ３３４ページ、第１表、歳入歳出予算。 

 歳入であります。 

 １款１項後期高齢者医療保険３,２０４万７,０００円。 

 ２款１項使用料及び手数料１,０００円。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１,５３６万８,０００円。 

 ４款１項繰越金１,０００円。 

 ５款諸収入５万１,０００円、１項延滞金加算金及び過料１,０００円、２項雑入５万

円。 

 歳入合計４,７４６万８,０００円です。 

 歳出です。 

 １款総務費１４８万７,０００円、１項総務管理費１２２万４,０００円、２項徴収費２

６万３,０００円。 

 ２款１項後期高齢者医療広域連合納付金４,５６３万円。 

 ３款諸支出金１項償還金及び還付金加算金５万１,０００円。 

 ４款１項予備費３０万円。 

 歳出合計４,７４６万８,０００円です。 

 続きまして、歳入歳出予算の事項別明細であります。３４０ページをお願いいたしま

す。 

 歳入です。 

 １款１項１目後期高齢者医療保険料３,２０４万７,０００円です。現年度分の３,２０

４万６,０００円のうち、普通徴収、特別徴収にそれぞれ１,６０２万３,０００円を見込

んでおり、割合を５０％ずつとしております。収納率をほぼ１００％見込んでおります。 

 ２款使用料及び手数料１款手数料１目督促手数料の１,０００円は、科目存置でありま

す。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１,５３６万８,０００円です。広域連

合へ支払う事務費負担金分として２３３万２,０００円、歳出予算の事務経費に係る分と

して１７８万７,０００円、保険基盤安定繰入金１,１２４万９,０００円につきまして

は、低所得者の軽減保険料の町負担分です。それぞれ実績による配分及びルール分により

一般会計から繰り入れるものであります。 

 ４款１項１目繰越金の１,０００円は科目の存置です。 

 ５款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金で１,０００円、２項１目雑入が５万

円です。 
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 歳入合計は４,７４６万８,０００円であります。 

 ３４２ページ、歳出です。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費１２２万４,０００円です。後期高齢者医療

保険業務に要する一般事務経費とシステム協議会への負担金です。２項徴収費１目賦課徴

収費２６万３,０００円です。賦課徴収に係る事務経費です。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金４,５６３万円です。１９節の負担金補助

及び交付金は、広域連合へ支払う事務費負担金として２３３万２,０００円、保険料負担

金分負担金３,２０４万８,０００円は、町内の後期高齢者保険加入者が納める保険料で

す。保険基盤安定負担金１,１２５万円については、個人保険料の軽減分に対する町負担

分です。それぞれ実績による配分及びルール分に基づくものであります。 

 ３款諸支出金１款償還金及び還付加算金１目保険料還付金５万１,０００円は、実績に

より保険料還付金として５万円、科目存置で還付加算金として１,０００円を計上してお

ります。 

 ４款１項１目予備費に３０万円を計上しており、歳出合計は４,７４６万８,０００円、

前年比９７万８,０００円の減となっております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 診療所事務長。 

○診療所事務長（対馬憲仁君） 予算書の３４９ページ、お願いいたします。 

 議案第１０号平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会計予算でござい

ます。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の国民健康保険診療所事業特別会計の予算は、次に定めると

ころによる。 

 第１条は、歳入歳出予算でございます。 

 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１０億９２１万２,０００円と定めるものでご

ざいます。 

 ２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳

出予算による。 

 第２条は、地方債でございます。 

 地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表、地方債によるものでございます。 

 第３条は、一時借入金でございます。 

 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額は８億円

と定めているものでございます。 

 第４条は、歳出予算の流用でございます。 

 地方自治法第２２０条第２項のただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額

を流用することができる場合は、次のとおりと定めるものでございます。 
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 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合に

おける同一款内でのこれらの経費の各項間の流用と定めるものでございます。 

 ３５０ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算でございます。 

 歳入。 

 １款診療収入１項外来収入１億４,７２７万円。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料３６万９,０００円。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金５,８２２万５,０００円。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金３億８,０４８万９,０００円。 

 ５款１項繰越金１,０００円。 

 ６款諸収入１項雑入５５万８,０００円。 

 ７款１項町債４億２,２３０万円。 

 歳入合計１０億９２１万２,０００円でございます。 

 次、歳出でございます。 

 １款総務費１項総務管理費８億２２１万１,０００円。 

 ２款１項医業費９,０３６万９,０００円。 

 ３款１項公債費１,１５６万４,０００円。 

 ４款１項職員費１億４０６万８,０００円。 

 ５款１項予備費１００万円。 

 歳出合計１０億９２１万２,０００円でございます。 

 ３５２ページ、お願いいたします。 

 第２表、地方債でございます。 

 １件目は、起債の目的、診療所改築事業債、限度額は８,６８０万円。 

 ２件目、起債の目的は、診療所設備整備事業債、限度額は３億３,５５０万円でござい

ます。起債の方法は、証書借り入れ、または証券発行、利率は５％以内、償還の方法は、

政府資金についてはその融資条件により、銀行その他の場合には、その債権者と協定する

者による。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、もしくは、繰上

償還または低利に借りかえすることができることとそれぞれ定めているものでございま

す。 

 事項別明細書の御説明を申し上げます。３５６ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 １款診療収入１項１目外来収入１億４,７２７万円につきましては、診療収入の現年度

分及び滞納繰越分の前年度実績に基づく減等によるものでございます。 

 ２款使用料及び手数料 1 項使用料１目各種使用料３６万９,０００円につきましては、

前年同様でございます。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金１目医療施設等整備費補助金５,８２２万５,０００円に



― 42 ― 

つきましては、診療所改築事業に伴う国庫補助金でございますが、建物本体分として５,

０３５万円、医療機器分として７８７万５,０００円でございます。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金３億８,０４８万９,０００円につきま

しては、収入不足額を一般会計に求めている内容でございます。求める部分としましては

１億１,７５５万９,０００円、診療所の改築事業に伴う部分としては２億６,２９３万円

でございます。 

 ５款１項１目繰越金１,０００円につきましては、科目存置でございます。 

 ３５８ページをお願いします。 

 ６款諸収入１項１目雑入５５万８,０００円につきましては、医師等医療技術者の食事

代等でございます。 

 ７款１項町債１目診療所事業債４億２,２３０万円につきましては、診療所改築事業費

のうち、国庫補助金と診療所改築基金繰入金を差し引いた残りにつきまして町債に求めて

いるものでございまして、建物分として診療所改築事業債８,６８０万円、備品の分とし

て診療所設備整備事業債３億３,５５０万円となるものでございます。道支出金につきま

しては、廃目となるものでございます。 

 歳入合計１０億９２１万２,０００円でございます。 

 ３６０ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費５,８７０万６,０００円でございます。短期

出張医師の分として費用弁償１８７万円の増、また、実績に基づきそれぞれ光熱水費１１

０万円、あるいは修繕費等２０５万円、それぞれ減しておりまして、そのほか医師の生活

環境整備の一環として１３１万４,０００円の増を見込んでいるものでございます。 

 ３６４ページをお願いいたします。 

 ２目診療所建設費７億４,３５０万５,０００円につきましては、診療所改築事業に要す

る経費として、監理委託料、改築工事費、備品購入費をそれぞれ計上しているものでござ

います。 

 ２款１項医業費１目医薬品衛生材料費３,１６５万４,０００円につきましては、それぞ

れ実績に基づいて算出しているものでございます。医薬材料費、それから診療材料費もそ

れぞれ実績に基づきまして計上させていただいております。 

 ２目の医業諸費５,８７１万５,０００円、９７３万２,０００円の減でございますが、

短期出張医師の賃金の増、それから実績に基づくそれぞれ検査業務委託料の減、それから

医療備品につきましては、診療所改築事業費の中でそれぞれ備品の整備を改築事業費の中

で整備を予定したことから備品購入費９７５万円を減とした形で計上してございます。 

 ３６６ページをお願いいたします。 

 ３款１項公債費１目元金１,０９７万９,０００円につきましては、町債元金償還金でご

ざいます。２目の利子５８万５,０００円につきましては、一時借入金利子でございま
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す。 

 ４款１項職員費１目職員給与費１億４０６万８,０００円につきましては、職員９名分

の給与費でございまして、給料の削減額の緩和などとして給料１２８万９,０００円の

増、採用・退職及び会計間異動等などとして職員手当５６９万２,０００円の減となるも

のでございます。 

 ３６８ページ、５款１項１目予備費につきましては、前年同様で変わりありません。歳

出合計は１０億９２１万２,０００円となるものでございます。 

 なお、この予算につきましては、３月１日開催の第１回国保運営協議会に諮問し、原案

のとおり答申をいただいているものでございますので、御報告申し上げます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（村山修一君） ここで、２時まで休憩します。 

午後 １時５０分 休憩 

────────────── 

午後 ２時００分 再開 

○議長（村山修一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次に、建設水道課長補佐。 

○建設水道課長補佐（石岡 章君） それでは、予算書の３８３ページをお開きくださ

い。 

 議案第１１号平成２３年度目梨郡羅臼町水道事業会計予算であります。 

 第１条で総則を定めております。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の水道事業会計の予算は、次の定めるところによるものであ

ります。 

 第２条で、業務の予定量を定めています。 

 １号、給水戸数を２,７０２戸。２号、年間総給水量６２万７,８０４立方メートル。３

号、一日平均給水量１,７２０立方メートル。４号、主たる建設改良事業として、共栄町

配水管移設工事７００万円とそれぞれ定めています。 

 第３条で、収益的収入及び支出の予定額を定めています。 

 収入で、第１款水道事業収益２億７１８万４,０００円、第１項営業収益２億４７万

円、第２項営業外収益６７１万４,０００円。 

 支出で、第１款水道事業費用２億７１８万４,０００円、第１項営業費用１億４,６３９

万１,０００円、第２項営業外費用６,０６９万３,０００円、第３項予備費１０万円。 

 ３８４ページをお開きください。 

 第４条で、資本的収入及び支出の予定額を定めています。 

 収入で、第１款資本的収入１億３,０９６万５,０００円、第１項出資金１億２,９９６

万５,０００円、第２項負担金１００万円。 

 支出で、第１款資本的支出１億３,０９６万５,０００円、第１項建設改良費３,１４２
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万８,０００円、第２項企業債償還金９,９５３万７,０００円。 

 第６条で、一時借入金の最高限度額を２億円と定めております。 

 第７条で、議会の議決を経なければ流用することのできない経費を定めております。 

 次に、３８６ページをお開きください。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町水道事業会計予算実施計画。 

 収益的収入及び支出につきまして御説明申し上げます。内容につきましては、備考欄の

とおりでございますので金額のみ申し上げます。 

 収入であります。 

 第１款水道事業費収益１項営業収益１目給水収益２億３３万８,０００円、２目受託給

水工事収益１０万円、３目その他営業収益３万２,０００円。 

 第２項営業外収益１目受取利息３万円、２目雑収入８万円、３目他会計補助金６５７万

１,０００円、４目過年度消費税３万３,０００円。 

 支出であります。 

 第１款水道事業費用１項営業費用１目原水浄水費４,７３６万７,０００円、２目配水給

水費１,７８４万７,０００円、３目受託給水工事費１０万円、４目総係費１,４４５万２,

０００円、５目減価償却費６,５２５万５,０００円、６目資産減耗費１３７万円。 

 第２項営業外費用１目支払利息５,１６９万８,０００円、２目雑支出で１００万円、３

目消費税７９９万５,０００円、３項１目予備費１０万円。 

 ３８８ページをお願いいたします。 

 収入であります。 

 第１款資本的収入１項１目出資金１億２,９９６万５,０００円、２項１目負担金１００

万円。 

 支出であります。 

 第１款資本的支出１項建設改良費１目配水設備改良費１,２００万円、２目営業設備費

１,９４２万８,０００円。 

 第２項１目企業債償還金９,９５３万７,０００円。 

 それぞれ企業債の償還金を計上されています。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 総務企画財政課長。 

○総務企画財政課長（寺澤哲也君） それでは、議案の５９ページをお願いいたします。 

 議案第１４号職員の給料の特例に関する条例の一部を改正する条例制定について。 

 職員の給料の特例に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり制定する。 

 ６０ページをお願いいたします。 

 職員の給料の特例に関する条例の一部を改正する条例。 

 職員の給料の特例に関する条例の一部を次のように改正する。 

 内容でありますが、職員の給料月額につきましては、平成１７年度は給料月額に１００
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分の５、１８年度から２１年度までは給料月額に１００の１０、また、昨年は給料月額に

１００の８を乗じて得た額を減じて支給してまいりましたが、今回はこの率を１００分の

８から１００分の３に改正するものであります。 

 附則として、この条例は平成２３年度４月１日から施行する。 

 なお、参考資料の４ページ、資料３に新旧対照表を記載しておりますので、後ほどお目

通し願います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） これで、議案の説明が終わりました。 

──────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 明日は、午前１０時開議といたします。 

 明日の議事日程は、当日配付いたします。 

 本日は、これで散会します。どうもありがとうございました。 

午後 ２時０８分 散会 
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